
安全活動を牽引する
キーマンの育成

積水化学工業株式会社 生産基盤強化センター
安全環境グループ 小野 宏



1

【目次】

１．背景

２．キーマンの能力要件と認定状況

３．キーマンの活動事例

５．まとめ

４．今後の進め方



積水化学グループについて



3

【概要】

積水化学工業株式会社（SEKISUI CHEMICAL CO., LTD.）

1947年3月3日

1,000億円

代表取締役社長 加藤敬太

26,486名（2019年3月末日現在）

11,427億円（2019年3月期連結ベース）

931億円（2019年3月期連結ベース）

大阪本社

〒530-8565  大阪市北区西天満2丁目4番4号

06-6365-4122

東京本社

〒105-8450  東京都港区虎ノ門2丁目3番17号

03-5521-0521

http://www.sekisui.co.jp/



4

【事業展開：分野の拡がり 】
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背 景

型別労働災害の推移

設備起因である挟まれ･巻き込まれが高どまり
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背 景

黄色のチェーンで進入防止
（咄嗟には入れてしまう）

安全距離を確保した安全柵
（インターロック付き）

設備安全設計基準の見直しを実施(2015年度)
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背景

2年に1回の監査だけでは、リスク発掘の量／質ともに限界

各拠点の主体的なリスク抽出力強化が課題

設備安全
設計基準
を改定

2015 2016 2017 2018

安全監査指摘件数
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背 景

経験５年未満の従業員の労災比率が高い（約6割）

経験年数別労災分析（2017年度全50件）

経験の浅い作業者への安全教育の強化が課題

～1年

1～2年

2～5年

5～10年

10年～
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課題のまとめ

上記役割を果たす各事業場のキーマンを育成

リスク抽出力の
強化

若手への教育
強化

＋
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キーマンの能力要件検討

どんな能力が
要るかな？

認定基準は
どうするか？

専門能力は高
く設定しよう

管理職でなく
てもいいよね

安全管理者は
忙しすぎるよ

対象者は
どうしよう？

公的資格⇒当社独自の要件設定へ
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キーマンの必要能力７要件と要求レベル

・1～3は外部資格、4～7は当社独自の研修で合格

必要な要件Ｎｏ.

設備本質
安全化

現場巡視
スキル

過去災害の
分析

４ラウンド
危険予知
トレーニング

火災・爆発に
関する知識

ＯＨＳＭＳに
関する知識

判断方法

ＳＳＡ合格 or安全環境
グループの試験に合格

安全環境グループの
試験に合格

同上

同上

危険物取扱者乙４試験
合格

OHSMS内部監査員に合
格し,監査経験有り

４

５

６

７

２

３

労働安全
衛生法

安全管理者 or安全環境
グループの試験に合格

要求レベル

安全カバー等の防護方策やｲﾝﾀｰﾛｯｸを提案できる

災害の型別に、全方位にリスク発掘ができる（安全Ｇの
現場巡視ができる）

管理、設備、人の行動の３つの視点から、適切な原因と
対策を提案できる

現場のﾒﾝﾊﾞｰが実際に作成した4RKYTｼｰﾄに対して適切
なｱﾄﾞﾊﾞｲｽができる

危険物とは何かを正しく理解し、消防設備の取り扱いを
指導できる

安全Ｇ実施の安全監査の評価ｼｰﾄ内容を理解し、評価
書を書くことができる

管理体制（管理者/推進者,安全衛生委員会,産業医等）
や機械/有害物に関する規制等を理解

１
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安全キーマンに名称を授ける⇒セーフティリーダー（ＳＬ）

ＳＬ認定試験の実施状況

期 試験場所 受験者数

１ ２１

２

積水テクノ成型 愛知工場

１２

３ セキスイハイム工業 東京事業所 １５

４ 西日本積水工業 岡山製造所 ２１

セーフティリーダー認定試験の実施状況

滋賀栗東工場

合計
６９名
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セーフティリーダー育成の現状と目標

41名が認定済み

目標：各拠点に1名以上、今年度に60名以上

１期 ２期 ３期 ４期 計

認定数 12名 8名 10名 11名 41名

合格率 57％ 67％ 67％ 52％ 59％
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事例２．若手への教育強化

１）安全教育テキストの内容
検討

２）先輩セーフティリーダー
による模範講義をDVD
化⇒即実践可能へ

事例１．リスク抽出力の強化

１）安全環境Ｇ主催のリスク
抽出研修をマスター

2）自主的に自拠点に展開

セーフティリーダー活動事例

セーフティリーダーによる自主的な安全活動スタート
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事例１：リスク抽出力の強化

座学だけでは
身につかない

自拠点でしかできない現場で行うリスク抽出力研修

１）進め方の検討

やはり現場に
出ないと 抽出に必要な

知識が不足

研修の内容は
どうしようか
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事例１：リスク抽出力の強化

挟まれ

巻込れ

切れ

転倒

転落

衝突

薬傷

挟まれ

巻込れ

切れ

転倒

転落

衝突

薬傷

拠点のSL＆係長
リスク抽出

本社スタッフ
リスク抽出

差（リスクの中身）

差（リスクの中身）

２）本社主催リスク抽出力研修の進め方＆内容の理解
⇒リスクの捉え方の差異を認識

現場での目合わせ⇒差異は3つの知識に起因



19

事例１：リスク抽出力の強化

新たな知識により多くのリスクを抽出⇒190件

３）成果

安全作業
6原則

他事業場
労災情報

3つの知識

オーブンの過昇温設定は
適切か?
⇒＋20℃超設定はリスク

鋭利な道具先端が露出し
ていないか?
⇒切れリスク

設備安全
設計基準

安全距離が守られていな
い安全カバーはないか?
⇒距離15mm,隙間8mm

リスク抽出ポイント 具体例
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事例１－補足1：安全作業6原則（オーブン）

人的要因排除のため9種類の安全作業６原則を設定
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事例１－補足1：安全作業6原則（オーブン）

過昇防止温度設定が炉内温度+２０℃超はリスク
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事例１：リスク抽出力の強化

新たな知識により多くのリスクを抽出⇒190件

３）成果

安全作業
6原則

他事業場
労災情報

3つの知識

オーブンの過昇温設定は
適切か?
⇒＋20℃超設定はリスク

鋭利な道具先端が露出し
ていないか?
⇒切れリスク

設備安全
設計基準

安全距離が守られていな
い安全カバーはないか?
⇒距離15mm,隙間8mm

リスク抽出ポイント 具体例
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事例１：リスク抽出力の強化

４）自分達の力で、リスク抽出力研修を開催
⇒セーフティリーダーと係長が講師となって

現場作業者を教育

自拠点の主体的な活動⇒更に70件リスク抽出
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事例２．若手への教育強化

１）安全教育テキストの内容
検討

２）先輩セーフティリーダー
による模範講義をDVD
化⇒即実践可能へ

セーフティリーダー活動事例

セーフティリーダーによる自主的な安全活動スタート

事例１．リスク抽出力の強化

１）安全環境Ｇ主催のリスク
抽出研修をマスター

2）自主的に自拠点に展開
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事例２：若手への教育強化

背景：若手教育は各拠点に一任

問題点１
拠点ごとに教育テキストと教育内容がばらつく

問題点2
安全管理者は忙しくて繰り返し教育の時間が
取れない

②安全管理者の命を受けて、SLが精緻な安全教育

①テキストは、各拠点のいいとこ取りで本社作成



26

事例２：若手への教育強化

事業場で必要だとSLが感じているテーマを選定

１）若手教育テキストの内容検討

非定常作業での注意
事項は必須だ

理解度は
どうやって
把握

安全設計
基準も必要

テキストの
構成は？

法律の知識も

研修時間
は？
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No. 教育テキスト名称 日程

1 安全作業６原則解説（Ⅰ）

2 非定常＋３H作業の基礎

3 ４RKYTの基礎

4 現場リスク抽出の基礎

5 設備安全基準の基礎

6 保護具取扱の基礎

7 安全作業６原則解説（Ⅱ）

8 安全関連法規の基礎

9 安全作業６原則解説（Ⅲ）

10 リスクアセスメントの基礎

11 安全行動「基本の基」

12 不安全行動の未然防止

2019
上期制作

2019
下期制作

運用中

SLで討議の上、

12のテキストに決定

（2017年）

テキスト１～6で安全

教育開始（2018年）

テキスト7～12を

作成中（2019年）

事例２：若手への教育強化

２）若手教育テキストの構成

SLによる教育定着化
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事例２：若手への教育強化

３）テキストの特長①

･実災害事例を掲載
･写真を多用

受講者は身近に感じ、
講師も想いをこめて講義
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事例２：若手への教育強化

４）テキストの特長②

理解度テスト実施⇒不合格者をフォロー
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(名)

５）成果

19下は受講者約4,000名へ⇒20上は約4,600名見込

事例２：若手への教育強化

<教育ﾃｷｽﾄ>

18下 19上 19下 20上(見込)

6原則 非定常3H 4RKYT ﾘｽｸ抽出
設備安全基準 保護具 新3種
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今後の進め方：SLのレベルアップ

１）SL研鑽会（1回／期）を開催

＜プログラム＞

①各拠点でのリスク発掘･改善

状況の共有化

②安全教育推進状況の共有化

③先輩SLが講師を行う模範講義

④新教育テキストの内容説明

と意見交換

セーフティリーダー自身のレベルアップが重要
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今後の進め方：SLのレベルアップ

先輩SLの模範講義⇒DVDを新SLに配布、即戦力化
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今後の進め方：SLのレベルアップ

２）安全監査への参加（レポートの具体例）

監査事業所への

アドバイス

現場巡視･書類審査で

学んだことを

自部署へ展開

セーフティリーダー 安全監査レポート
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まとめ

１．全拠点へのセーフティリーダー配置
⇒次ステップとして大規模拠点に複数名配置

２．自拠点主催のリスク抽出力研修活性化
⇒全拠点へ展開

３．計画中の１２教育テキストを完成
⇒今後、累計２０の新テキストを作成予定
（不安全行動を抑制する安全教育が課題）
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SLの育成による成果（リスク抽出力の強化）

型別労働災害の推移

設備起因である挟まれ･巻き込まれは半減

年度

件

19年下期は、
12月末までの
データ

14年 15年 16年 17年 18年 19年上19年下

他 薬傷 激突され 墜･転落 転倒 切れ 挟・巻
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SLの育成による成果(若手教育の強化)

経験年数別労災分析

経験の浅い作業者の労災が減少傾向

19年下期は、
12月末まで
のデータ

件

年度

14年 15年 16年 17年 18年 19年上19年下

10年～ 5～10年 2～5年
1～2年 ～1年



ご清聴ありがとう
ございました


